
生きている音をそのまま伝えよう

生きている音だからできること
－ ライブ演奏音響ロスレス配信実験 －

• 音響ロスレス符号化 (MPEG-4 ALS) を用い

て，ライブ演奏会場の音データを原音のまま

中継会場にリアルタイム（実時間）で伝送す

る実験を行いました．

• ネットワークを通して，音の品質を重視し

たコンテンツを伝送することが可能です．

• 生演奏会場の音データ16チャンネル分をそ

のまま中継会場に送れるので，中継会場の

環境にあわせた音のミキシングを行うこと

が可能になりました．

• 中継会場でも高臨場感のコンテンツを楽し

むことができるようになります．
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現在普及している音響符号化（MP3やAACなど）は

携帯プレーヤや地上デジタルテレビなどで使われています．

音響ロスレス符号化（MPEG-4 ALS）は
ライブハウス品質の音をそのまま伝送できます．

より高品質な音を求めて研究していきます！


